


●異常を感じた場合は、速やかに
　電源プラグを抜く
異常が収まったことを確認し、販売店、
工事店にご相談ください。

●ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしない
感電のおそれがあります。

ぬれ手禁止

電源プラグ
を抜く

■その他

警告（つづき）

●器具を改造したり、部品交換をしない
火災、感電、落下によるけがのおそれが
あります。分解禁止

禁止

●器具の取り付けは説明書に従い確実に行う　
取り付けに不備があると、火災、感電、落下
によるけがのおそれがあります。

●交流１００ボルトで使用する
過電圧を加えると過熱し、火災、感電の
おそれがあります。

●上下方向の照射角度を調整したあとは、
　必ず固定ネジを増し締めする
締め付けが不完全な場合、浸水による感電の
原因となります。

●電源プラグのほこり等は定期的にとる
プラグにほこり等がたまると、湿気等で絶縁
不良となり、火災のおそれがあります。
◎電源プラグを抜き、乾いた布でふいてください。
◎長期間使用しないときは、電源プラグを
　抜いてください。

●電源プラグは根元まで確実に差し込む
差し込みが不完全ですと、感電や発熱による
火災のおそれがあります。

◎傷んだ電源プラグ、ゆるんだコンセントは
　使用しないでください。

守らないと、火災、感電のおそれがあります。

●屋外でご使用の場合は、防水コンセント
　<ＪＩＳ防雨型> を使う

●電源プラグを抜くときは、必ずプラグ
　部分を持って抜く
電源コードを引っ張るとコードが破損し、
火災、感電の原因となることがあります。

必ず守る

●ＬＥＤユニット交換の際、カバーパッキン
　がめくれた状態でカバーを取り付けない
カバーパッキンの一部がめくれた状態で
カバーを取り付けると浸水による火災、
感電のおそれがあります。

●ＬＥＤユニッット交換の際、
　カバー取付ネジは確実に締め付ける
守らないと浸水による火災、感電のおそれが
あります。 必ず守る

調光機能が付いた壁スイッチなどと
組み合わせて使用すると火災の原因と
なることがあります。

●調光器と組み合わせて使用しない

◎調光器の取り外しが必要です。

禁止

●照明器具には寿命があります。
　設置して１０年経つと、外観に異常が
　なくても内部の劣化は進行しています。
　点検、交換してください。
　点検せずに長期間使い続けるとまれに火災、
　感電、落下などに至る場合があります。
◎１年に１回は「安全チェックシート」に基づき
　自主点検してください。

●お手入れの際は､電源を切る
通電状態で行うと感電の原因となることが
あります。

必ず守る

注意

●点灯中や消灯直後はＬＥＤユニットや
　その周辺にさわらない

接触禁止

やけどの原因となることがあります。

◎お手入れやランプ交換は電源を切り、
　ＬＥＤユニットやその周辺が冷めてから
　行ってください。

●ＬＥＤユニット交換の際、器具配線や
　コネクタを過度な力で引っ張らない
充電部露出による感電の原因となる
ことがあります。

火災の原因となることがあります。
●温度の高くなるものの周辺に取り付けない
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